
日程 順 議員名 要旨

施政方針について

令和4年度地方創生臨時交付金の執行状況と課題

佐賀県唐津市沖洋上風力発電建設の対応について

漁業担い手対策について

3 加茂　正彦 住んでよし、訪れてよし、働いてよしの糸島づくりについて

高齢者の生活交通の確保について

市長の施政方針について

運動公園整備事業とアンダーパス建設について

産業振興施設「樋の口ハイランド」の貸付について

泊土地区画整理事業と周辺整備事業について

多面的機能支払交付金と法令順守について

2 松月　よし子 ごみ減量化と次期ごみ処理施設建設計画について

施政方針について

糸島市の芸術、美術に対する考え方について

新庁舎について

4 木下　勇二 働いてよしの糸島づくりについて

３月1４日
（火）

1 伊藤　千代子

3 高橋　徹郎

令和５年第１回定例会　一般質問概要

３月1３日
（月）

1 中尾　正俊

2 畑中　鶴見

4 佐藤　倫子



日程 順 議員名 件　名 要　旨

(1)　ワンランク上の豊かさづくり

　　①公園遊具の設置について。遊具設置の中学校単位に小学校単位を追
　　　加した方針変更の理由は。

(2)　今後の子育て環境充実への市長の決意

(1)　3回臨時会と5回臨時会で交付された臨時交付金の予算編成方法は。

(2)    現在の各事業の執行状況と課題は。

(3) 　 市民全体への施策は。

　　①上下水道料金の減免について

　　②プレミアム商品券発行について

(1)　糸島市が福岡県に提出した唐津市沖洋上風力発電建設に関する意見書
　の進展はどうなっているか。

(2)　唐津市沖の区域が、国が定めた再エネ海域利用法に記載されている
　「一定の準備段階に進んでいる区域」から「有望な区域」へ変更とな
　った場合の市の認識について

(3)　令和4年11月8日に糸島漁業協同組合から市長へ提出した、唐津市沖
　洋上風力発電に関する要望書のその後の対応はどうなっているか。

(1)　市として糸島の水産業の現状をどのように認識しているか。

(2)　どのような水産関係の補助制度があるか。

(3)　補助制度に担い手対策があるか。

(4)　他の第一次産業である農業、林業における担い手対策の補助制度は
　あるか。

(5)　農業、林業の担い手対策補助制度の目的、内容、いつ頃実施されたか
　等について

(6)　漁業に関する担い手対策の補助制度創設について

(7)　補助制度創設における市長の考えについて

3月13日
（月）

1 中尾　正俊

施政方針について

令和4年度地方創生臨時交
付金の執行状況と課題

令和５年第１回定例会　一般質問概要

2 畑中　鶴見

佐賀県唐津市沖洋上風力
発電建設の対応について

漁業担い手対策について



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和５年第１回定例会　一般質問概要

(1)　住んでよし、訪れてよし、働いてよしの糸島づくりの意図するとこ
　ろは。

(2)　ブランド糸島が定着するまでの経過と今後の展開について

(3)　糸島市運動公園を拠点とした市民スポーツの振興、及びアスリート
　の育成について

(4)　海外における糸島産品のブランド力向上に向けて今後の展開は

(5)　農地の集約と有効利用のための地域計画策定の有効性について

(1)　高齢者の生活交通の確保について、重要性に対する認識はあるか。

　　①糸島市地域公共交通計画には、高齢者の生活移動について、どのよ
　　　うに位置づけられているか。

(2)　中長期的なビジョンについて

　　①市民ニーズの把握について

　　②ニーズに対し市全体としてどのような移動手段を確保していく考え
　　　か。

　　③地域での支えあいを含めた中長期的なビジョンは何か。

(3)　ビジョン実現に向けて課題と対応策は何か。

「未来社会で輝く子どもを育むまちづくりへ」とあるが、

　　①子どもたちを取り巻く状況についての市長の基本認識を伺う。

　　②5年度のまちづくりの基本テーマ「地域力を進化させる持続可能な
　　　まちづくり～住んでよし、訪れてよし、働いてよしの糸島づくり」
　　　をどう実現させるのか、糸島に住む子どもたちに向けて、どのよう
　　　なメッセージがあるのか、市長の考えを伺う。

高齢者の生活交通の確保
について

4 佐藤　倫子

3月13日
（月）

市長の施政方針について

3 加茂　正彦
住んでよし、訪れてよ
し、働いてよしの糸島づ
くりについて



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和５年第１回定例会　一般質問概要

(1)　それぞれの事業費総額と進捗状況について

(2)　ばく大な公共事業費は、物価高騰、食糧危機が懸念される中、税金、
　公共料金の負担増につながるのではないか。

(3)　市長はアンダーパスの建設を地域住民の願いと考えているのか。

(1)　現状の契約が結ばれた経過について

(2)　来年度の契約について

(1)　泊土地区画整理事業の事務について

(2)　周辺整備事業の事業費と進捗状況について

(1)　県知事から市長へ令和４年１２月５日付で送付された「糸島市多面的
　機能支払交付金活動組織の事務手続に関する疑義への事実確認について
　（依頼）」について

(2)　泊一環境保全組合の環境美化について

(3)　篠原みどりの会の金銭出納簿について

(1)　ごみ減量化の推進について

　　①現状と今後の取組

　　②ごみ排出量と処理経費

(2)　ごみ処理（焼却）とカーボンニュートラルについて

　　①ごみ処理の現状

　　②化石燃料高騰の現状

(3)　ごみ減量・資源化について

　　①各年度のごみ種類組成構成比率の比較、水分率の現状

　　②草、剪定枝等のリサイクル推進状況と薪ストーブ・堆肥等への活用

3月14日
（火）

1 伊藤　千代子

2

運動公園整備事業とアン
ダーパス建設について

産業振興施設「樋の口ハ
イランド」の貸付につい
て

泊土地区画整理事業と周
辺整備事業について

多面的機能支払交付金と
法令順守について

松月　よし子
ごみ減量化と次期ごみ処
理施設建設計画について



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和５年第１回定例会　一般質問概要

(4)　プラスチック資源循環促進法施行にあたって

　　①法律の目的、背景、地方自治体の取組

　　②本市の分別回収の現状と今後の一括回収の方向性

　　③農業用プラスチックの処理の現状

(5)　国のごみ処理の広域化計画の捉え方について

(6)　次期ごみ処理施設計画策定の取組について

　　①現在の施設の稼働期間の経緯

　　②計画策定の視点

　　③財政計画の必要性

(7)　観光ルート沿いの田畑等への空き缶やペットボトル等のごみの投げ捨
　てについて

　　①捨てられた空き缶やペットボトル等のごみの処理はどうしている
　　　か。

　　②「糸島市空き缶等の散乱防止及びその再資源化の促進に関する条
　　　例」の現状と取組

(1)　「未来社会で輝く子どもを育むまちづくり」では、人口増加に伴う保
　育需要のさらなる高まりを見据えて、民間保育所新設事業に取り組む。
　とある。

　　①人口推計を考えれば保育所新設事業はもっと前にする必要があった
　　　のではないか、今になった理由は。

　　②新設保育所と既存の保育所で保育士の取り合いにならないのか。そ
　　　こに対する考えは。

　　③今後の糸島市の人口推計を考えたとき、０歳〜６歳の子どもの数が
　　　ピークを迎えるのは何年後か、その時に保育所は対応できるのか。

　　④この新設事業では、待機児童や入所保育児童の解消に向けた言葉は
　　　ないが、市長の「住んでよし、訪れてよし、働いてよしの糸島づく
　　　り」の「住んでよし、働いてよし」に直結した問題だと考える。ど
　　　の程度の決意を持っているのか。

3

2 松月　よし子
ごみ減量化と次期ごみ処
理施設建設計画について

施政方針について高橋　徹郎

3月14日
（火）



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和５年第１回定例会　一般質問概要

(2)  「ブランド糸島で活気あふれるまちづくり」では、農地の集約・有効
　活用などを明確化する地域計画の策定に力を注ぐ。とある。

　　①この計画の目的は。

　　②この計画のもと糸島市の農地を将来的にどう活用するつもりなの
　　　か。

　　③農地は大規模農業に適した農地と、大規模農業には適していない
　　　が、景観の保全、洪水防止など重要な役割を持つ中山間地の農地が
　　　あり、役割も違う。中山間地の農地も地域計画策定に入るのか。

　　④農地の集約は過疎地域の集落やコミュニティの問題にも直結するも
　　　のだと考えるが、まちづくりの視点はこの計画策定に考慮されるの
　　　か。

　　⑤糸島市農力を育む基本計画や各種の計画に変更はあるのか。

糸島市教育振興基本計画　P39　文化・芸術事業の実施と市民活動の支援
では、三つの課題が明記されている。

(1)　この課題解決に向けて、コロナ禍前はどのようなことをやっていたの
　か。

(2)　令和5年度はどのようなことをやるのか。

(3)　芸術、美術の視点において、支援・振興をどのように考えているの
　か。

(4)　糸島市美術工芸展が開催されているが、この工芸展はどのようなもの
　か。

(5)　この工芸展の主催は糸島市美術協会、共催に糸島市教育委員会となっ
　ている。糸島市が主催とならない理由は。

(6)　この工芸展には糸島市美術協会賞や市長賞などがあるが、賞金や賞品
　はあるのか。

(7)　文化、芸術に接する機会の創出や、芸術活動の振興を図るためにも主
　催事業があってもいいと思うが、いかがか。

(8)　伊都郷土美術館の改修の予定、館内のリニューアルの予定は。

3月14日
（火）

3 高橋　徹郎

施政方針について

糸島市の芸術、美術に対
する考え方について



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和５年第１回定例会　一般質問概要

(1)　新庁舎基本設計書によると糸島ギャラリーが設置されることになって
　いる。その場所、広さ、どのような使われ方をするのか。

(2)　市民ホールはどのように使われることを考えているのか。

(3)　糸島ギャラリーや市民ホールの活用において、糸島市の美術家、芸術
　家、工芸家の作品を紹介するような使い方はできるか。

(4)　パネル、棚、椅子などの設置をする予定はあるのか。また、ある場
　合、糸島市中小企業振興基本条例の観点から地元の会社や地元作家に発
　注すべきと考えるがいかがか。

(1)　糸島市内における雇用の現状と課題について

(2)　市外への就労状況について

(3)　若者の雇用ニーズについて

(4)　市内に労働者を呼び戻す方策について

(5)　人口減少地域の雇用対策について

(6)　スポット雇用、副業促進の可能性について

3月14日
（火）

4 木下　勇二
働いてよしの糸島づくり
について

3 高橋　徹郎 新庁舎について


